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令 和 ６ 年 度 

研 究 主 題 

主体的に学び続ける児童の育成 
～ 「見通す」「振り返る」ことを通して ～ 

研究発表会 

令和７年１月２４日（金） 

府中市立府中第八小学校 

学びの山に登ろう 

校長 松下 雄太  

本校の研究は、子供たちが主体的に学ぶ授業づくりの研究です。授業の中で、子供たちか

ら、よい気付きを引き出し、主体的に取り組めるような足場架けをすることができたかを議論

しながら、手探りで研究を進めてきました。そして、実際に子供たちが、自ら疑問を発見し、そ

れを解決しようと友達と対話する姿や、タブレットに撮りためた映像や文章を見ながら、自分

で取り組む学習を決定している姿に出会い、確かな成果を感じています。研究はまだまだ途上

でありますが、すべての子供たちが、目標に向かって、学びの山を登っていくことができれば、

本校の教育目標である「学び続ける子」に到達できると考えています。 

 

所在地 〒183-0014 東京都府中市是政 1丁目 34番地 

電 話 ０４２－３６１－９００８ 



令和６年度 府中市立府中第八小学校 研究の構想                                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習の流れ 

児童自身の気付きや疑問から学習への興味・関心を高め、どうやって学習を進めていくか自分で見通しをもつ。   

そして、学習に取り組む中で近道を見付けたり、回り道をしたりしながら単元のゴールを目指して、学びの山を登る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 

主体的に学び続ける児童の育成 

～「見通す」「振り返る」ことを通して～ 

主体的に学び続ける児童の姿 
○学ぶことに興味や関心をもつ。 ○見通しをもつ。 ○粘り強く取り組む。 

○自分と結び付けている。 ○振り返って、次へつなげる。 

学校教育目標 

「学び続ける子」 

自ら主体的に考え、 

問題を粘り強く解決していく能力や態度を育成する。 

「仲良く助け合う子」 

人権を尊重し、お互いを認め励まし合うあたたかな心や、 

他人を思いやる心を育成する。 

「たくましい子」 

自ら健康を保ち、体力作りに取り組む態度と実践力、 

根気強さを育成する。 

見通し 

 児童は、自ら気付きや疑問をもつ

ことで、主体的に学習計画を立て

て、取り組む。自分で考えた課題を

解決するために、学び方を選択し、

新たな気付きや疑問から学ぶ道の

りを調整していく。 

振り返り 

児童一人一人が自己の取組に

ついて振り返ることで、次の取り組

み方への目標をもち、学習をつな

げる。「気付きを得て、振り返りな

がら学ぶ振り返り※１」と「学びを振

り返る振り返り※２」を使い分ける。 

共通 

ｅポートフォリオを効果的に

活用して“学び”を蓄積するこ

とで、次の“学び”につなげて

いく。 

 

児童に見通しをもたせ、学習を振り返らせる手だて 

 「やってみよう」 

「次はこうしてみよう」 

※１児童がその時、気付いたこと、疑問に思ったことを振り返る

ことで、活動に活用するもの。 

※２単元の節目や終わりなど学びを十分に得てから行うもの。 

児童の実態 

・友達と学ぶことのよさを感じている。 

・体験的な学習を特に楽しいと感じている。 

・受動的な学習形態を好む傾向がある。 

目指す学校像 

創立６８年の歴史と伝統を受け継ぎながら、ふるさと 

府中に誇りをもち、世界に活躍する 府中っ子を育てる。

保護者、地域の信頼に応え、教育目標である知・徳・体の

調和のとれた 児童の育成を目指す。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きづぎもん   

算数科 「形はかせになろう」 

単元の始めに、児童が気付いたこと(はっ

けん!)と、児童が疑問に思ったこと(どうし

て?)を「きづぎもん」として出し合い、学習の

見通しをもったグループから全体へ共有し、

児童の疑問を解決する形式で授業を進め

た。 

児童が発見する課題   

国語科 「すがたをかえる大豆」 

単元の始めに、全文を読むと「前に学習し

た『こまを楽しむ』と文の形が似ている。」と

児童からの声があがった。そこで、どんなとこ

ろが似ていると感じたか話し合ったり、『こま

を楽しむ』のマイノートで振り返ったりして、

「すがたをかえる大豆」の構成を予想した。

予想で意見が別れたところを詳しく読んで

マイノートを作り、確かめようというめあてを

立てて学習がスタートした。 

eポートフォリオ 

生活科 「はなを さかせよう」 

従来のポートフォリオであるノートやワーク

シート、観察カード、作品などを、タブレット端

末に写真として保存した。単元間だけでなく

学年を超えた既習事項の確認ができ、以前

の学習を振り返った上で、今後の学習を見

通すことにもつながった。 

全員で気付いたこと

や疑問をまとめます。 

気になったら写真を振り

返るようにします。 

子供が考えた 

「きづぎもん」 

はじめ、

中、おわり

になってい

そうだよ！ 

ふたばが出たときうれしかったよ。 

「こまを楽

しむ」と文

の形が似

ているね。 

これまでのマイノートを振り返り、今回の単元

で学びたいことを話し合ってスタートします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振り返り

 気付きの付箋 

社会科  「水はどこから」 

児童が調べる中で新たなことを発見した

り、友達の発言から自分では気付かなかっ

たよい考えを見付けたりしたとき、「いいねカ

ード」という付箋に記録した。それをノートに

貼っていくことで、自分の気付きが視覚化さ

れ、自分の考えに加えたり最後の振り返りに

生かしたりできるようにした。 

まなビジョン 

社会科 「水産業のさかんな地域」 

毎時間の振り返りとは別に、単元を通した

体系的な学びとして自己の学びを振り返る

活動を「まなビジョン」として行った。スプレッ

ドシートに記録する活動を継続し、これまで

の「まなビジョン」を見返して単元間の学び

のつながりに気が付けるようにした。単元を

通した学習の流れをホワイトボードに書き写

して可視化することで、学習の過程を振り返

り、充実した「まなビジョン」を実現した。 

きづぎもん 

社会科 「天皇中心の政治」 

疑問に思ったことは一人一人が「きづぎも

ん」としてノートに書き溜めていく活動を行っ

た。「きづぎもん」は前の学習とどのようなつ

ながりがあるのか「振り返りながら学ぶ」こ

とを目的とした。ホワイトボードや黒板で全

体に共有し、グループで話し合う材料にした

ことで、振り返りだけでなく、次の単元の「見

通し」をもつ上でも効果的であった。 

話し合いながら、気付いたことをまとめていきます。 

前時の「きづぎもん」とつなげながら

新しい「きづぎもん」を出し合います。 

「まなビジョン」を 

タブレットに記入 

そこに気を付けてい

るなんてすごいな！ 

あとで自分の考え

に入れよう。 

なぜ天皇はこんなにも 

大きい大仏を作らせたのかな？ 

どの瞬間にいいね!と思うかわからない！ 

いつでもどこでも書くように意識付けました。 

学習の流れを可

視化し、学習過

程を振り返るよ

うにします。 



【成果と課題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□本校の研究活動にご協力いただいた方々の紹介 

 

 

□本研究に携わった教職員  ◎研究開発部主任 〇研究開発部 

 

〇児童の主体的に学ぶ意識の高まり 

本研究に取り組む前の令和４年度全国学力・学習状況調査では、「課題の解決に向けて、自分で考え、

自分から取り組んでいましたか。」という質問に対し、５９．２％の児童が肯定的な回答をしている。令

和６年度の同じ調査、項目では、７３．７％の児童が肯定的な回答をしており、１５％以上の増加が見

られ、研究の大きな成果の一つと考える。 

また、令和６年７月に校内で実施した「主体的に学び続ける児童の姿」に関するアンケートでも、肯

定的な回答が全項目で８０％を超えた。特に、粘り強く取り組んでいるかを問う項目は、９３．１％の

児童が肯定的な回答をしており、児童の主体的に学ぶ意識を高めることにもつながったと考えている。 

〇児童が主体的に学びやすくなる授業の流れの確立 

児童が単元の始めに気付きや疑問をしっかりと認識し、見通しをもつことで、児童はどのように学ん

でいくかを選択・調整しながら、主体的に学習を進めることができた。また、学習を振り返ることによ

って次の取り組み方への目標をもち、主体的に学習をつなげるという流れもつくることができた。 

〇児童が主体的に学習に取り組むための授業改善 

児童の実態から、児童がより主体的に学習に取り組めるように学校全体で協議を重ね、単元計画の流

れや学習活動、学習形態、支援についての実践を積むことができ、授業改善につながった。 

東京学芸大学 ICT/情報基盤センター教授    森本 康彦 先生 

〇学習を自分と結び付ける意識 

前述の「主体的に学び続ける児童の姿」に関するアンケートで、おおむね主体的に学ぼうとしてい

る児童が増えている中で、学習内容を自分と結び付けること、特に既習事項と結び付けて考える意識

については、全項目が肯定的な回答が８０％を超える中、他の項目と比べるとやや低いので、今後、

より高めていきたい。 

〇e ポートフォリオのさらなる充実 

e ポートフォリオを始めてまだ１年程である。児童が前単元の記録を見たり、学習の中で活用した

りする姿も見られ始めている。これからも e ポートフォリオを継続していくことで、児童自身が学び

の記録をいつでも取り出し活用することができる。小学校６年間、さらにその先の学びにもつなげて

いきたい。 

成果 

課題 

 

令和６年度     
校 長  松下 雄太  ３ 年  相川 雅子  ５ 年 〇岡島 謙太    図 工  戸屋 久恵 
副校長  立川 未奈         大塚 凌平       〇長友 幸夫    家庭科 〇平久保達弥       
１ 年  毛利 美月            〇大塚 美帆        佐々木みなみ   外国語  佐藤 優衣 

  柴崎 恵美子 ４ 年 〇松江 大雄       齋藤 敦子   養 護  徳田 紀恵 
    〇八木 真美子     〇丹羽 隆一郎 ６ 年  高岡 幸子   ひばり  嶋津 大輔 
２ 年  佐々木 真美      三島 桃子      〇高橋 沙知        上阪 千尋 

  稲葉 早恵       八鍬 恵子       蓮田 光幸       〇吉村 梨花 
    ◎匂坂 孝太              算 数  浅井  淳        望月  航 
                        音 楽 〇井上 みさ紀       本間 大地 
 
令和５年度  

木本 拓        植場 鉄平        松本 直子          五箇野 徹 
          松崎 亜沙美          鈴木 悠大       小川 大樹              望月 規己子 
 
   

     

 


